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検討の流れ(再掲)

• 計画の策定に当たり「計画検討」「技術検討」「市民参加」を並行して実施しながら検
討を進めていく。

• 市民参加については，計画検討の①～⑤の各段階の内容に対して実施していく。

計画検討
（調布市）

市民参加
（市民）

技術検討
（自転車活用推進計画検討会）

日頃自転車について
思うこと

現状と課題，基本方針
に関する意見

施策に関する意見

計画素案に関する意見

計画案に関する意見

①計画の目的，区域，期間，
計画の位置づけ，現状と課題

②計画目標

自転車活用推進計画

⑤自転車活用推進計画
（案）

③実施すべき施策，
実施スケジュール

パブコメ結果に関する
技術検討

計画の推進体制，フォローアップ，
計画素案に関する技術検討

施策の方向性
に関する技術検討

計画目標，基本方針
に関する技術検討

現状や将来の動向
に関する技術検討

④計画の推進体制，
フォローアップ，見直し方法

本日検討している市民参加本日の検討会

既存データを活用

パブコメの予定

オープンハウスの予定
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市民参加の手法

• 自転車に関する意見を幅広く聴取するため，アンケートとオープンハウスの実
施を想定する。

形式 概要 参加可能な
人数

コミュニケー
ションの方向

意見の
深さ

ア
ン
ケ
ー
ト

市民の中から回答者を抽出し，
母集団となる市民の意見の傾向
を把握する

非常に多
い

一方的
（市民⇒市）

浅い

オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス

パネルの展示等により情報提供
を行う
参加者が質問を行うこともでき
る

多い 双方的
（市民⇔市）

深い

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

特定の課題に対応するために，
関心を持つ人が集まり，話し合
う

少ない 多方的
（複数市民⇔
市）

深い

説
明
会

対面形式により，参加者に対し
て施策案を示す

多い 双方向
（市民⇔市）

中程度

パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト

最終的な意思決定を行う前に案
を公表

非常に多
い

双方向
（市民⇔市）

浅い

市民参加手法の特徴
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オープンハウスの企画 実施場所等

• オープンハウスは現状と課題に関する意見聴取を主目的として実施する。

実施期間： 5月26日（月）から6月7日（土）

※秋頃にもオープンハウスを実施し施策に関する意見聴取を行う予定

仙川駅

今回実施するオープンハウスの会場

鉄道駅

商業施設等

オープンハウスの実施イメージ

つつじヶ丘駅

キテラタウン調布

深大寺

調布駅

西調布駅

飛田給駅

イトーヨーカドー
国領店

鉄道敷地

てつみち

ＤＣＭ調布店

多摩川
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オープンハウスの企画 パネルの内容

• 自転車活用推進計画で設定して目標に対応した意見を聞くため，以下の内容で
掲載する。

カテゴリ 記載内容

計画の概要 • これまで実施してきた計画と自転車活用推進計画の対応

都市環境 • 自転車通行空間の整備状況
• 市が整備してきた駐輪場の状況

健康・観光 • 運動種類別の運動強度
• シェアサイクルステーションの設置箇所
• 主な観光地
• 東京多摩２０２０レガシーロード

安全・安心 • 自転車保険とヘルメット着用の義務化
• 自転車の通行方法
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オープンハウスの企画 リーフレットの配布

• 参加者に対して自転車の正しい乗り方に関するリーフレットを配布し，自転車
交通安全利用の広報啓発も行う。

出典：自転車交通安全教育用リーフレット（警視庁）



調査対象 • 住民基本台帳より，満16歳以上の方から，年齢階層別
に無作為抽出で選定（計3,000通）

• 調布市民意識調査の年齢階層別回収率を参考に，回収
数が実際の年齢構成比に近似するように配布数を調整

配布方法 • 調査票の郵送・回収
• 調査票にQRコードを付与し,調査票の郵送回収・web回

答の併用

調査スケジュール • ６月中 配布
• ７月中 回収及び集計

16～19

4%

6%

20～29

14%

23%

30～39

14%

17%

40～49

18%

18%

50～59

18%

14%

60～69

12%

7%

70～

20%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

（歳）

年齢構成比

（実績）

配布比率

（調整後）
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アンケートの企画 基本設計

• 市民アンケートは，現状と課題，基本方針に関する意見を聴取することを主目
的として，調査票を郵送することを想定する。

回収率が低いので増やす 回収率が高いので減らす
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アンケートの企画 設問構成

• 調査項目は以下を想定している。

大項目 小項目 問番号 自転車 自動車 歩行者
性別 1 ○ ○ ○
年齢 2 ○ ○ ○
地域 3 ○ ○ ○
外出時移動手段 4 ○ ○ ○
頻度

5 ○ ○ ○

目的 6 ○
自転車利用理由 7 ○
変化の有無 8 ○

変化の理由 9 ○

通行ルール 10 ○ ○ ○
利用頻度 11 ○ ○ ○
走行性、安全性の変化
の有無

12 ○ ○ ○

駐輪ルールの遵守状況の確認 駐輪場所 13 ○
駐輪場が足りていることだけでな
く、質（サービス）として何が求め
られているかの確認

重視点
14 ○

安全安心 通行ルールの遵守状況の確認 自転車利用ルール 15 ○ ○ ○
具体な施策例を出し、重視する施
策を確認

自転車施策 重視点
16 ○ ○ ○

自由記述 17 ○ ○ ○

自転車利用状況健康、観光

都市環境

（その他）

自転車ナビラインの
ある道路の状況

駐輪場の状況

回答者
聞きたいこと

自身のこと回答者の置かれている環境・立場
を把握

目標との対応
調査項目

（基本情報）

自転車通行空間の認知度と整備
した効果を実感できているかを
確認

これまで実施した施策や社会経済
情勢の変化による自転車利用
ニーズ変化を確認

回答者の自転車に対する意識を
把握（特に、健康、観光のニーズ把
握を重視）
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今後の市民参加

• 今後実施予定の市民参加は，以下の内容を検討している。

R7年度以降の計画検討のステップと市民参加プロセス

時期 市の検討内容 市民に求める意見等 市民参加

情報発信 意見収集

R7年
６月

①計画の目的，区域，
期間，計画の位置づ
け，現状と課題

②計画目標

現状と課題，基本方
針に関する意見

アンケート案内
状

アンケート
（紙，WEB）

R７年
５～６月

オープンハウス
イベント等での
展示

参加者に対する聞
き取り

R７年
10～11月

③実施すべき施策，
実施スケジュール

④計画の推進体制，
フォローアップ，見
直し方法

施策に関する意見
計画素案に関する意
見

R８年
１月

⑤自転車活用推進計画
（案）

計画案に関する意見 市ＨＰでの公表 パブリックコメン
ト


